
四肢の外傷
・意識障害、ショック症状

・耳や鼻から出血

・脳圧亢進症状

・開放性損傷

・急激な視力障害が出現

・外傷

・激しい眼痛、異物反応の強い時

・光視、飛蚊症、視野障害出現時

・外傷、打撲などで出血が止まらない

・顔、鼻の変形・腫脹 ・陰部に激しい痛みや腫れ（持続・増強）

・口呼吸（鼻呼吸ができない） ・外傷があり出血

・髄膜刺激症状（めまい・嘔気・頭痛） ・意識障害、ショック症状

・下顎骨折の疑い ・高熱で下がらない

・永久歯の歯牙脱臼 ・排尿障害

・出血が止まらない時 ・月経以外の出血

・創部の疼痛がひどく、腫脹のある時

・痛みが次第に強くなる時 ・月経時…出血多量で顔色が悪く、ぐったり・

・出血が止まらない時 　頻脈↑、血圧↓

・外耳道を損傷するおそれのある異物がある時 ・腹痛がひどく、だんだん出血量が増加

熱傷
胸部・腹部の外傷 ・意識障害、ショック状態

・ショック症状（手足の冷感、顔・爪・唇色） ・顔面に負傷した場合

・意識障害のある時 　 （眼・鼻・口・耳の重要器官に及んだ場合）

・多発肋骨骨折・肺・胸膜の損傷、心臓に達する

　損傷が考えられる時       ・外陰部に負傷（排尿・排便傷害を起こすおそれあり）

・呼吸回数↑、努力様呼吸、頻脈、 ・深度Ⅱ度以上の熱傷時

　唇のチアノーゼなどの出現             

・強い胸痛、呼吸困難、痰の血液混入

・胸壁の奇異運動                 

・腹部臓器の損傷、腹腔内出血の疑い

・ショック症状、吐き気      

・腹痛、その増強度      

・腹部膨満、腹壁緊張のある時 

・脱力感、血尿                    

・縫合の必要な創がある時         

・無口、表情の乏しさ

　石原昌江『フローチャートを使った救急処置と保健指導　外科編』東山書房、1994　を一部改変

13　医療機関への搬送の判断基準

頭部・顔面の外傷

・四肢関節部に負傷（機能障害を残すおそれあり）

・切断

・ショック状態

・大出血

・土などで汚れた深い創がある（釘・木片）
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眼
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鼻
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歯
部
の
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傷

女
性
器

・痛み、腫脹、運動障害、変形があり骨折が疑われる時

・縫合が必要な時

男性器・女性器の外傷 

男
性
器

耳
の
外
傷


